
研修Ⅰ『ＡＩが大学入試を突破する時代の社会変化』
 講師：新井　紀子氏（教育のための科学研究所代表理事・所長）
研修Ⅱ『発達障害児の理解と支援』
 講師：田村　あい氏（早稲田大学人間科学学術院　臨床発達心理学非常勤講師）
研修Ⅲ『本当の学びを実現するキャリア教育』
 講師：三村　隆男氏（早稲田大学　教育・総合科学学術院　教職大学院教授）
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　電子図書館サービスの利用は無料ですが、通信料は利用者のご負担となります。お手持ちのインターネッ
ト端末（スマートフォンやタブレット）の通信量によっては、読み込みに時間を要する可能性がありますので、
WiFi環境下での利用をお勧めです。

　「空飛ぶ図書館in久米島」（6月1日・2日開催）の本の返却がまだの町民の皆さんは、返却をお願いいたします。
沖縄県立図書館のラベルの貼られた本がないか今一度ご確認ください。なお、返却場所は下記のとおりです。
　　返却場所：久米島町教育委員会、具志川農村環境改善センター図書室及びブックポスト、
　　　　　　　仲里庁舎ブックポスト

教えて、電子図書館サービス　Vo.5

電子図書館利用は無料ですか？

　7月23日から25日までの3日間、町内の教職員を対象とした夏季研修会
が実施されました。どの研修も学校現場で必要とされている内容で、参加
した教諭から「２学期から研修を活かして授業を実践したい」、「本島での
研修に参加するのが難しく、このように島内で3日間ある夏季研修はとて
もありがたい」等の感想がありました。研修会の開催について協力いただ
いた久米島高校魅力化スタッフのみなさん、久米島町グッジョブ連絡協議
会のみなさん、ありがとうございました。

教職員夏季研修会

　8月2日から4日までの3日間、「第8回佐賀市・久米島町中学生交流会～夏の
交流～」が行われ、佐賀市の中学生16人が来島し、本町の中学生と交流しま
した。
　1日目は悪天候のため鳥島でのハーリー体験が中止となりましたが、奥武島
の畳石やミーフガーなどの島内観光のほか、ハテの浜での海浜交流と久米島紬
コースター作りを体験しました。また、佐賀との交流の深い海洋温度差発電施
設(OTEC)の実証実験施設の来場者1万人目となり、久米島町の又吉乃亜さん、
佐賀市の江下蓮人さんが大田治雄町長より賞状と記念品を手渡されました。江
下さんは「自分にあたってびっくりしました。久米島町との中学生交流に参加
して、今回１万人来館記念に選ばれて嬉しいです」と感想を話しました。次は、
12月に久米島の中学生が冬の交流で佐賀市に訪問します。

第 8 回佐賀市・久米島町中学生交流会 ～夏の交流～

　7月27日に具志川農村環境改善センターで「夏休みものづくり教室」が行
われました。今回は、「ホバークラフト教室」、「モビール教室」、「小物作り教室」、

「フォトフレーム教室」、「ビーズ教室」の5つの教室を開催しました。約160
名の子ども達が参加し、保護者の応援を受けながら、各教室で一生懸命作品
づくりに挑戦しました。
　個性豊かな作品ばかりで、素晴らしい1日を過ごすことが出来ました。

「久米島町夏休みものづくり教室」開催

沖縄県立図書館「空飛ぶ図書館in久米島」の本の返却について
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消消 防防 だだ
よよ りり

　町内の各中学校では教育活動の一環として、生徒が町内の事業所を訪れ、
その仕事を体験する「職場体験学習」が行われました。久米島町消防本部にお
いては、町内２カ所の中学校生徒を７月９日～ 11日（久米島西中学校）、７
月16日～ 17日（球美中学校）の期間で受け入れを行いました。
　職場体験学習に参加した生徒たちは、慣れない消防業務に最初はとても緊
張した様子でしたが、訓練礼式や火災・救急・救助訓練、その他車両・資器
材の点検や安全管理、火災予防などについて学び、消防署の業務に理解を深
めてくれました。
　今回の職場体験学習で得た経験が彼らの将来に役立つとともに、彼らの中
から今後消防職員になる生徒が出てきてくれることを願います。

　夏の風物詩といえば花火。いよいよ子供達にとって
夏休みなど楽しみな季節となりました。しかし、気軽
に楽しめる花火も、取り扱いを誤ると火事や火傷など
の事故に繫がりかねません。火災や火傷などの事故が
起こらないよう十分注意し、夏の楽しい思い出にしま
しょう。

（　）は、令和元年累計

・救　急 ……………26件 （200件） 
・火　災 …………… 0件 （   1件）
・救　助 …………… 0件 （   0件）

・風水害 …………… 0件 （  0件） 
・捜　索 …………… 1件 （  2件）
・その他 …………… 4件 （13件）

７月出動状況

合計……… 31件 （216件）

※火災の早期発見と『逃げ遅れ』を防ぐために住宅用火災警報器を設置しましょう。
住宅用火災警報器の交換の目安は10年です。定期的に作動の確認をしましょう。
○消防法及び久米島町火災予防条例により、すべての住宅に火災警報器の設置が義務づけられました。
※火入れを行う場合は、必ず消防本部まで連絡するようお願いします。
※火事・救急・救助は119番へお願いします。

久米島西中学校2年　左から
中村一輝（なかむらかずき）、
山里藍玲（やまざとあれい）、
浜田真妃（はまだまひろ）

球美中学校 2年
熊谷七星

（くまがいななせ）

花火・火遊びによる火災の防止花火・火遊びによる火災の防止花火・火遊びによる火災の防止
花火は楽しく安全に遊びましょう 花火で安全に遊ぶポイント

火遊びによる火災を防止しましょう
火遊びによる火災防止のポイント

①風の強いときは花火をしない
②燃えやすい物が無く、広くて安全
　な場所を選ぶ
③子供だけでなく大人と一緒に遊ぶ
④説明書をよく読み、注意事項は必ず守る
⑤水バケツを用意し、遊び終わった花火は必ず水につける

　子供の火遊びによる火災は、大人がいない時に発生
することが多く、そのため火災の発見が遅れ、火災が
拡大する要因にもなります。
　火遊びによる火災をなくすためにも、大人が子供達
に対して火災の恐ろしさや正しい火の取り扱い方法を
教える必要があります。子供の火遊びによる火災が起
こらないよう、もう一度、子供達と火災の恐ろしさ・火
の取り扱い方法について話し合うようにしましょう。

①子供だけを残して外出しない
②マッチやライターを子供の手に届くとこ
　ろに置かない
③子供だけで火を取り扱わせない
④火遊びをしているのを見かけたら注意する
⑤火災の恐ろしさ・火の取り扱い方法についてきちん
　と教育する

職場体験学習
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